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政務調査研究視察 報告書 

視 察 日 
平成２２年６月２７日 （日） 
AM１０；３０～AM１１；３０ 

視察 内容 丸亀市立資料館について 

視 察 者 山本 雅宏、山崎 憲伸、山崎 泰信 

《調査項目》丸亀市立資料館について 

＊丸亀市立資料館の概要 

丸亀城郭内、天守閣の西に位置し、本館と付属の展示施設

からなる。１９７２年に開館し、藩政時代の丸亀城と京極

氏に関する資料や美術工芸品や民具等２０００点以上が貯

蔵されている。開館時間は、午前９：３０～午後４：３０。

休館日は、月曜日、祝日、年末年始。 

 

＊丸亀市立資料館の現況 

数年前までは、当市の小学３年生は、３学期に授業の一環

で見学会として来館、昔の人の衣食住の道具等の学習をし

ていたとのこと。来館実績については、ここ１０年では、

平均２９１９９人であり、開館以来の平均値を上回ってい

るとのこと。来館者からの反応としては、丸亀城や歴代藩主等に関する資料の展示を充実

してほしい旨の要望が出ているとのこと。 

感想・岡崎市への反映 

悠紀の里整備事業が公表されました。本事業は、悠紀斎田広場に文化施設を建設するもの

であり、施設内には、斎田資料館の移設が、計画されております。本市の生涯学習の場と

して、児童生徒の総合学習の場として、期待されている施設であり、丸亀市資料館の展示

物の見せ方やレイアウトは、大変参考になりましたし、親子の参加が期待できる体験型の

要素を取り入れていることも、ワークショップ時の提案内容に値するものと考えます。 
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〔本竜野駅周辺整備事業について〕 
 
１ 概要 
    たつの市では、龍野地域の市街地を「都市交流拠点」

として位置づけ、本竜野駅周辺について、その玄関口
にふさわしいまちづくりを目指し、本竜野駅周辺整備事
業を計画し、本竜野駅の橋上化と自由通路並びに観光
交流施設の建設と、駅周辺整備としてアクセス道路、駅
前広場、駐車場並びに駐輪場等を整備することによる
交通結節点の強化と利便性を図っている。 

  
  
               
              
 
２ 現況 
    平成 20 年から建設を進めてきた、本竜野駅の橋上化

と自由通路並びに観光交流施設が平成 22 年 3 月に併
用開始した。 

    以前からＪＲ線により、東西が分断され、東西をつなぐ
自由道路を望む声が多くあり、平成 17 年 10 月の 1 市 3
町による合併に際して、合併特例交付金を利用し、老
朽化した本竜野駅を橋上化し、それに合わせ周辺地域
の整備を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔感想・岡崎市への反映〕 

 

現在、岡崎市においても名鉄東岡崎駅周辺整備計画が進められており、第 1 期工事が始ま

ったが、本竜野駅整備に関しては、総工費約 35 億円の内、ＪＲの負担分が僅か 1600 万円で

あり、本来ＪＲが負担すべき、バリアフリー化の費用もほとんど負担していない。 

これは最初から合併特例交付金の使用ありきで計画を進めた市側の心理を巧みにＪＲ側に衝

かれたものであると推察できる。 

岡崎市においても名鉄側との交渉は慎重に行う必要があると感じた。 
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